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最強 KING マニアのコレクションが明かすエルヴィス・プレスリーの素顔 
書籍『1954-56 年のエルヴィスは神がかっていた。』発売！ 

 
 

 

 
 
 インプレスグループで⾳楽関連のメディア事業を⼿掛ける株式会社リットーミュージック（本
社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：松本⼤輔）内で⽂芸・カルチャー関連を扱う出版レーベル
⽴東舎は、『1954-56 年のエルヴィスは神がかっていた。』（船橋⽺介 著）を、2022 年 10 ⽉ 21
⽇に発売します。 
 
 船橋⽺介⽒は世界最強のエルヴィスマニア／ディーラーとして知られているほか、アパレルブ
ランド 706union を主宰し、1950 年代のアメリカファッションを現代に甦らせている⼈物。話題
となった映画『エルヴィス』でも、主⼈公オースティン・バトラーが 706union のフロリダシャツ
を着⽤するなど、その評価は本国アメリカでもお墨付きです。そんな船橋⽒が、⾃⾝の豊富なコ
レクションから読み解く「素顔のエルヴィス・プレスリー」には、従来の評伝や伝記で語られてき
たものとはまた違った魅⼒が満載です。またカラーページでは貴重なコレクションの⼀部を惜し
げもなくご紹介と、眺めるだけでも楽しめる 1 冊となっています。 



 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 
 



 
 

 
■書誌情報 
書名：1954-56 年のエルヴィスは神がかっていた。 
著者：船橋⽺介 
定価：2,420 円（本体 2,200 円＋税 10％） 
発売⽇：2022 年 10 ⽉ 21 ⽇ 
発⾏：⽴東舎／発売：発⾏：リットーミュージック 
商品情報ページ http://rittorsha.jp/items/22317402.html 
 
CONTENTS 
プロローグ 我こそがエルヴィスマニア -船橋⽺介- 
第 1章 THE KING は世界のファンを幸せにする 
第 2章 マニアが読み解く本当のエルヴィス 
第 3章 ミステリーだらけのレコードコレクション 
第 4章 雑誌・広告から検証するエルヴィスの私⽣活 
第 5章 エルヴィスの愛⽤服 
第 6章 ハーレーとキャデラック。⼀⽣愛した乗り物について 
コラム 
邂逅 1 アルフレッド・ワートハイマー 
邂逅 2 スコッティ・ムーア 
エルヴィスが愛⽤したギター 
特別対談 ギターウルフ・セイジ×船橋⽺介 
 
船橋⽺介 エルヴィスグッズコレクション 
PROFILE 
船橋⽺介（ふなばし・ようすけ） 
706ユニオン代表 
50sアメリカのヴィンテージ古着をベースとしたカジュアルファッションを提案する〈706 union〉
主宰。エルヴィス専⾨店の店⻑を経て、アメリカ・メンフィスに赴きエルヴィスが愛した洋品店



〈ランスキーブラザーズ〉跡地にてエルヴィス専⾨店を運営。その際、エルヴィス財団との交流
も。⽣粋のエルヴィスコレクターだが、それ以上に 30 年にもわたるディーラーとしての活動は世
界中のエルヴィスファンから知られており、今も頼られる存在である。 
 
 
【⽴東舎】 http://rittorsha.jp/ 
⽴東舎は⽂芸、マンガほか、さまざまな分野のポップカルチャーを紹介する出版活動を展開中。
「⼄⼥の本棚」などの好評シリーズのほか、⼿塚治⾍、⾕ゆき⼦らの幻のマンガの復刻などで感
度の⾼い読者の話題を集めている出版ブランドです。 
 
 
【株式会社リットーミュージック】https://www.rittor-music.co.jp/ 
『ギター・マガジン』『サウンド＆レコーディング・マガジン』等の楽器演奏や⾳楽制作を⾏うプ
レイヤー＆クリエイター向け専⾨雑誌、楽器教則本等の出版に加え、電⼦出版、映像・⾳源の配信
等、⾳楽関連のメディア＆コンテンツ事業を展開しています。新しく誕⽣した多⽬的スペース「御
茶ノ⽔RITTOR BASE」の運営のほか、国内最⼤級の楽器マーケットプレイス『デジマート』やエ
ンタメ情報サイト『⽿マン』、T シャツのオンデマンド販売サイト『T-OD』等の Web サービス
も⼈気です。 
 
【インプレスグループ】https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：松本⼤輔、証券コ
ード：東証スタンダード市場 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「⾳楽」「デ
ザイン」「⼭岳・⾃然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理⼯学」を主要テーマに
専⾨性の⾼いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテ
ンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も⼿がけています。 
 

以上 
 

【本件に関するお問合せ先】 
株式会社リットーミュージック 広報担当 
E-mail: pr@rittor-music.co.jp 


